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平安京における地形環境変化と都市的土地利用の変遷

河角龍典

1．研究の視点

本槁では,平安京における地形環境変化と都市的土地利用の変遷との関係性について検討を行う。

具体的には，平安時代において鴨川や桂川などで生じた段丘化が，平安京の土地利用変化に与えた

影響について考察する。

古代以降の土地開発に関する研究は，これまで考古学，歴史学，歴史地理学などの分野から行わ

れてきた。そこでは，土地開発と地形条件との関係について考察する研究もみられた。しかしなが

ら，それらの多くは，現在の状況しか示さない地形分類図や地形図を，過去の状況を示すものとし

てそのまま利用してきた。古代以降の地形環境は，静的であまり変化しないものとして捉えられて

きたのである。

縄文時代や弥生時代，古墳時代はもちろんのこと，沖積平野の地形環境は，古代や中世おいても

変化している。このような地形環境の変化は，さまざまな点で人間の生活とかかわりあってきた。

土砂の堆積や侵食によって生じた地形環境の変化は，災害や土地利用変化をもたらした。また，築

堤や植林などの人間の手による治水事業も，地形環境変化を引き起こす要因となった。

このような古代以降の地形環境研究の重要性を指摘した先駆的な研究としては，日下雅義の研究

がある（日下1980)･その後，各地において考古遺跡で得られる地形・地質データを利用する研究

が進展し，古代や中世にも，段丘・自然堤防・天井川などの地形形成が進行していることが明らか

にされた（井関1983,安田1990,高橋1986,1990,宮本1995,上本2000)。また，そのような

地形形成は，環境や景観を変化させるとともに，土地利用も変化させていることが明らかになりつ

つある（金田1993,高橋l994a,1994b,河角2000)｡

ここでは，古代以降の地形環境変化の!'１でも，人間の生活に雄もインパクトの強かったと考えら

れる占代末の段丘形成に注目する。高橘学は，この時期に段丘化が生じ，さまざまな影響が人間生

活におよんだと指摘している（高橋l994a,1994b)｡しかし、段丘化の生じた正確な年代は判明

していない。また，これまでの研究が，主として農業的土地利用や灌概水利の点に注目しているの
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に対-し，人１１の密集する都1tiでどのような影群がみられるかという点には言及していない。

本柚では．1z安京を対象にこれらの|川腿を考えたい。､'た安)j<を取りｌえげるIII!IIIは，⑩占代末に雌

も多くの史・街料が残された地域であり，段If化の時期を糸lllかく検制･するには雌適な場所であるこ

と,2)1'ｉ代末において広く都市域が腱|刑していたこと，の２点が雑げられる。

2．先行研究と問題の所在

平安京が位i圏する京都盆地の地形については，地質学や地理学からの研究がある。先駆的な研究

としては，唯積物の観察をもとに衣層地質の分ｲ|jを流域別に区分した研究がある（塚本1932)。地

質学的観点からは，京都盆地北部の１m等高線図から扇状地を形成時期別．流域別に分類した研

究（石田1982,1995)や第四紀における巧〈都盆地の地形発達史を明らかにした研究（横111･中川

他1990)があり，考古学などの分野でしばしば利川されてきた。他ﾉj,地即学からは，空中写真

の判読により形態的地形分類図を作成した研究がみられる（火矢1993,池IH･植村他1994)。ま

た，簸近では，京都盆地の地震環境について地形分類lx1と表j曽地賀から検討した研究も行われてい

る（杣村2000)。

横山卓雌は，'|鳴川が､|x安斯〔造営時に付け枠えられたかと鶏うかについて．地賀学''1りな伽,lb},(から議論

している(Iflll1988)。そして，堀川が流|､,する部分の地形が岐終氷期に形成された地形であるこ

とや地下に埋没する岩盤の存在から，塚本論文（塚本1932)で示された鴨川付け稗え説を否定した。

しかし，これまでの､|z安京立地や'鴨川付け祥えについて議論した研究成果は，いずれも地質学的

なタイムスケールによって､|え安時代の地形環境について論じており，､|え安時代を対象とする上で問

題が存在する。例えば，発掘調査成果に基づき，当時の環境を復原するという精度では研究がほと

んど行われていない。遺跡の地形・地質情報を利川し，平安時代の地形環境を細かな精度で復原し

た研究は，梼見のおよぶかぎりでは，平安京I叫南部の桂川流域の地形環境と平安京右京の衰退のか

かわりついて論じた研究（戸口1996)がみられるにすぎない。

3．研究方法
＃､|え安乃(の地形環境復)ﾙ(を行うためには，少なくとも１０響年オーダーでの環境変化を|ﾘlらかにする

必要がある。本研究では，それぞれスケールの異なる以「の方法を通川した。

⑪)j(都結地の地形・地質の概観把握

②平安京域の地形環境分析(103年オーダー）

③各遺跡の地形環境分析(１0翌年オーダー）

⑱では，平安京域の位置する京都盆地の地形・地質の概観を把握するために，等高線腿|やボーリ

ングデータ，地質図などの解析をｲ丁った。２}では．平安京域の地形を把握するために，空中写真の

判読(1948年米軍撮影４万分の１および1961年|ヨ上地卵院搬影１万分の1),等高線図の読図
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（２万５１̅･分の］および１〃分の1),および現地路企から地形分類図を作成した。また，地形の形

成時期(１０{flミオーダー）を把鵬するために，既ｲfの発州,淵介縦佇苦から迩跡，火lll灰，洪水｣lWi

物の分布|xlを作成した。３では，遺跡ごとの地形環境変進史を１０２年オーダーで復ｌj(を試みた。こ

こでは，発州1洲企現場において堆積物の1汕放をｲjい，各迩跡の洪水，降灰ごとの地形発達史を|ﾘlら

かにした。､|え次Ⅱ#代の洪水氾淵Ⅸ域の復IM(Ixlについては，これらの①～③の成米をもとに作成した。

他ﾉJ,役)ﾘ『,'W,;W,iルイ川，寺社，邸宅，災家など平安〃(の郁市的土地利川の復原については，

文献史‘､;:や必･11i学から膨人な研究がある。水柚では，そのなかでも平安京の部'lj的士地利川の状況

を提示した琴IIi学と文献史'γ:のデータ(lllllll994,村井胤,il995)を併Ⅱ'し，蚊近の発掘データも

補疋しながら復原図を作成した。また，平安11#代の時期Ⅸ分は，ゞ､ﾄ安時代lii期を8111紀末～９Ⅲ:紀，

中期をlOlll:紀～lllll:紀lil,'２，後期をlllll:紀後､トー１２世紀ｲくまでとした。

さて，ミクロなタイムオーダーで沖榊縛を解析する場介，埖械物の士壌化の概念が重災になり，

地1鱒をIJX(s()il)と|:壌のlリミ材

である｣11;祉物(sedimc,,1)に､ドリ

別する必!災がある。11.ilxl'１１には、

i'l1砿肘の形成過稗をillに｣IM,'i物の

供給過ｲ1,1のみから考えるのではな

く，供給された唯積物の２次'''９変

化の過ﾄ!{Ｉを巻嘘することである。

二次的な変化とは'三壌化のことで

あり，杣′'４や耕作などの人為によ

る攪乱やそれによる変WIを折す。

土壌|脚はjl"'i物供給戯の少ないllj;

期，つまI)地形の'典定したll，ｆ１９ｌに

発達し，辿跡のif地を移・えるｌ.で
in災な折棟になる。わがl'ilでは，

この概念は「地形蝋境分析」にお

いて沁|｜され(, ' ! ' f"1989)｡抑外

では,ge()archaeol()gyや環境老

1li学の分野で地I関を解釈するため

の基本的な概念として扱われてい

る （ 例 え ば , R a p p a n d H i l l

1９９８,EvansandO'C()nn()r

l999)。本棚では，以上の,1,1､(に注
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IIしながら地層の観察および記戦を行い，地形環境変化や上地利Ⅱl,災害について検討した。

4．平安京域の地形と地質

4.1平安京城およびそのＩ'1辺の河川

平安京域は，近畿三角'術の構造祐地のひとつである京都紘地に位|没し，盆地内には，大阪満へ注

ぐ淀川水系の支流河川が流|､̅する（図l)。有力な支流河川である現在の鴨川は，高野川および加

茂川と合流した後，平安京域の東端を南流する。他方，ノ1波高地に水源をもつ桂川は，平安京域の

西南部を流下するｃ加えて，右京域には紙屋川・御室川!'など，小規模な河川が流下し桂川へ注ぐ、

平安京域における各河川の流域別面積比率は．鴨川約６割，右京小河川約４割，桂川約１割であるｃ

ii京域においては，前述の小河川の流域面積が８割を占め，その影響を無視できない。これまで平

安京右京域に影響をおよぼしたil'1川といえば．桂川が注|lされてきたが，桂川の直接的影響は意外

に小さいｃ

4.2平安京域の地形分顛
、|を安升〔域の地形は,"!i'')j2典判Ｉ洸やフィールドワークの成果からiiに段丘mil,段丘lilill,段lf

Imm,段丘面Ⅳ，現氾濫服liliの５１iliに分類された。これまで，この地域の段丘面については，虹新

世段丘面か完新枇に属するものであるか暖味であったが，今II'1のI淵査でその性格を明確にすること

ができた。段丘面のうち更新世段丘面にあたるものは段丘面I,段丘面Ⅱであり，段丘面Ⅲ以ﾄｰは

完新世に形成された地形|hiである。以下に各地形面の特徴について説明する（図２)｡

①段丘面I(更新世段丘Im){ i京北部から平安宮城にかけて分布する大阪層群から構成される

刷状地帯である（横山．！'!川他1990)｡紙屋川および御室川などの小河川が，その形成にかかわっ

たと考えられる。これらの段丘面は開析が進行している。

②段丘面Ⅱ（更新世段丘面）主に鴨川，紙屋川流域に分布する扇状地帯であり，旧河道・後背

湿地の部分と自然堤防・中州の部分に細分できる。平安京域では，これまでに１９地点でAT火ll１

灰が確認されている』(IxI３)。ｊ２に妓終氷期に供給された唯械物により構成されている地形Iniで

ある。

③段丘面Ⅲ（完新lll:段lrlli)１$川流域と紙犀川流域に分布する刷状地帯であり,llli'１道・後サテ

湿地と，それ以外の''1州・’'1然堤防を主要な地形構成婆素とする部分に細分できる。この地形1IIIの

多くの部分は，これまで吏新llt段丘1mとみなされてきた(Iil{11995)。しかし，縄文時代のⅡ|河

道や完新世の堆積物が分布することから，この地形面は，更新lltよI)新しい時期に形成されたもの

と考えられる。また，縄文時代晩期の遺跡が分布することから（図３），その時期には，地形1mが

ほぼ形成されていたと考えられる。

⑳段丘面Ⅳ（完新世段丘1m）現在の鴨川，桂川流域に分ｲijする。基本的に，鴨川流域は扇状地

帯であり，桂川流域は自然堤防帯であるｃ鴨川流域では，平安京ﾉ,ﾐﾙ〔五条付近を起点に南西方向に
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網状流をなすll｣河道が空中写真から，ﾄﾘ読できる蜜また，桂川流域では，蛇行する埋没IH河道と中州

が空中写典によって判読できる。この地形Imの人部分も更新llt段丘1niとみなされてきた(1il l l

l９９５)。しかし,l鴨川流域では，古噛時代の広範州におよぶ洪水氾稚唯積物'1の分布(m３)J<a

１O世紀頃まで流れていた旧河道が存在する。これらは，占墳llf代や､|を安時代lii半まで地形形成が

継続した地形111iであることを示す。

⑤現氾淵原lili現在のII!‘川，林川流域にみとめられ,１I１ﾙ川流域はﾙﾙi状地附を，枕川流域は｢l然堤

防'lil;を形成する。牝川流域ではlllil1道．'l!1､|､l･l'|然堤|j"にﾎl11分することができる。この地形liliは，
､|と友時代''1期以降に形成されたものと考えられる。

③人井川平安京域では，紙屋川水系と御案川水系の２系統の犬井川が分4jする。現在，両inI川

の流路は付け替えられている。１９４８(f米車搬影の空'I１'ﾉj2真では，それらの痕跡を確認できる。右

京三条＝坊の発掘調査では．紙雌川水系の尺ル川跡が発掘されておI),天井川化は15111紀頃から

始まる（京都'1jjlli戯文化財"|究所［以トー．京都II丁埋文と略称]1990)｡

猛紙屋川扇状地帯（完新llt)紙屋川流域に位置する完新lltに形成された扇状地桁である。この

扇状地帯を術成する唯積物の下噌には．』IT火III灰の分布する段丘ImⅡが確認できる。この地形帯
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匡副土壌四土壌（砂質）

（シルト～粘土）

|xI４g･,'『迩跡の地I牌断1i1ilxl
Fig.4.S1raligraphiccr()sssectioninal℃haeologi(ralsilcs

は，段̅丘|mⅢやⅣの時期を中心に埖械物の供給があったものと推測される。

4,３発掘洲介トレンチの肘序と脾ｲl１

本節では，発掘洲在トレンチの地l神断面の観察結果をi把城する。地j岬の記赦は，段丘IIIiⅡ（２ヶ
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)ﾘ『)，段l̅ililim(１ヶＩ｢),段|flil爪(lヶ所）の,i１･４地,!j,':でｲ｣:った･ここでは,12"lﾘｲや人為l'|９な概

乱を受けた)禅位(s()il)を「a｣,i'I1川の氾淵や洪水に伴うj1i職物(s[､dimcI11)を「b」とllｆ称した。

(11｣:fli'1lll塊境|ﾉ11洲介|x:(段|flilill)(IxI3･lXllL()c.l)

本I１,1代|ﾒ量は,1え女)i({iji(北辺|几|功のIIWノjに位iifiし，、|〃炎〃〔域外であるが，､|え友〃〔"|上部の段|flilillの

地形蝋境を棋式'''９に衣わす地,IO1､I〈である。,洲介lXの1W１位は、皿"illl:から｣兇代まで人きぐ３肘に分かれる｡

３bl'沖は，細礫，砂f'1シルト。シルトfﾉ(*,'itからなI).淘汰が忠く,M&!!ll的な堆枝椛造をほとんども

たず,1:1i流'Wｮの堆枝物であると考える。３al稗は、!.l.!色の｜娘であり,３bの供給後にl嬢が形成さ

れる安定した１０ⅡAlがｲj･:ｲliしたことを,｣くす二３al稗は．トレンチ束祁の|Ⅱ|地の部分で火ll1l火lr'iに種われ

る。この火1I1灰は，バブルウォールノ則の火111ガラスよI)術成され.1111折*1.500-1.505を,｣くし，“ﾍＴ火

ll１l火であることが判|ﾘlした''･火llll火唯械後,１II１地1､l近では.l1'l地をj'l!fl'iする小規樅な洪水｣1Wi物

(2bl'i'i)が堆積する。その唯械|I､剛lはイ《|ﾘlであるc２al神は,l,'il:f'(シルトのｌ嬢であり､/ixk!'|は,１１
̅１２１１１:紀の櫛がｊlll込まれる。la'1l,'iは．'|!川の迩物を包含し,lal'i'1は，現ドル|xである。

２’､'た安乃(11)j(ミ粂坊,州介ⅨのIWlif(段|正liliⅡ）（|X'３．ｌｘ|‘1Ｌ()(ｙ２）

水仙1代|×:は，段lfimⅡのll!ﾙ川1小Ｉ状地'iil;に位liゲし，、|え′女卵(イi)1(_ltlki0fl;の段脈liliⅡの後1Iｆil,,!地･llli''I

迫の地ﾙﾀ環境を椣火的に衣わす地'!,'､(である．このI淵介lｘ:の１'i'#位は，虹新lll:から現代まで火き<(il'i'i

に分かれるｃ

６bIW'1は。砂礫から附成される雌終氷期のII１９川のＩ,j状地埖械物である。６a牌は．腐杣間のシルト

Ｗ【粘１２からなり、色,淵はオリーブ,'.l.4であるニこの1脚は，ルィ状地|-.の|II|地に発達した腐杣止峻と碁･え

られ，浅茂色の撹乱のない均f'Iな火llll火で種われる。この火ll1l火IP1は，地衣lili|､̅約1.8mで検川さ

れ、li#l1jIは２２cmを,il-る．その火11lガラスは，バブルウオールノWからなり．１Ⅲ|折率は1.4992-1.5()2()

を,｣くし,AT火llll火と判|ﾘlした『''･火1111火の上部には5ai!＃であるｊII(灰色のｔ壌噌が形成される。こ

れは，火111灰降|､.後,４bl}淵の堆械物が供給されるまでに．止峻がﾉｌｉ成される安定した期|H1がｲj':ｲ|臼

したことを示す。５al'i'1のl･_1'i,↑には､１mのI火色を!,lする#1lil:と砂とのﾉ刷博からなる堆祉物(4b

l'iii)がjli菰する。３bl脚は,|ﾘ1級l火色を!I!し．*,'il土糸lll粒砂の/IMであり．杣物片が多く念まれる。

これらの唯祇物は，Ljj状地の微,','6地|川の|Ⅱl地を１１I!砧する｣1iff,'i物であるとどえられるが，供給された

||､↑代はｲ《lﾘIである。３a、３a|1111は，、ﾄ友ll､f代!|'期に'脚･まれた庭|蝋|の池の｣１"'i物である。２(IIII'|ぱ､F‘炎

||､↑代後lﾘlのl"f,lal',､!iは、'|'lll:以|朧の"|:|話である。

％3)､|を安舟〔右)j(六条坊I州介Ⅸ（段|flilim)(IwXI３･lXl-lL()(､.３)

本I淵仔|Ｘ:は、塊II!‘川流路のおよそ３kmllﾘﾉﾉに位ii''iするが、'llﾙ川流域の段InmⅢの地形喋境を棋

八的に衣わす地J1,1､(である。この,洲介Ⅸでは．縄文ll$代～15111言紀唄までの』11弾が確認できた。

４bl!沖は，級化した砂礫1!＃であり，段丘II1iⅢのベースとなるll16川のＭ状地'ﾄは惟積物である。１州介

|ﾒ]ﾉ1の砂礫層には起伏があI).llli'１道と'|１州の祁分に分けられる。砂礫l鰊は縄文時代のｔ器を包含

し，それ以降の供給と考えられる。３1)1脚は砂質のシルトからなる。｜州ｆｆⅨ内では,II｢域時代の世
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梢も碓認されており，砂礫I博やシルトj曾は遅くともTI『墳時代以前に供給された。３b増の上面は，

９1H:紀から１２肚紀までの遺構検出面であり,３a屑は，平安時代の遺物を包含する上壌屑である。

また、la･２al脚は，」嬢脳であり,１５世紀の遺物を包含する。この洲査区の縄文時代以降の流

路は，鴨川流域の段丘面Ⅱと段丘|前Ⅲとの境界に認められるIH河道に対応し(FI２),これまでに

縄文～弥生時代のii1川や湿地が検出されている（京都巾蠅文1992,1997)｡
‘記平安京右京ILI条四坊調作Ⅸ（段丘mW)(Ixl３･図４Loc.４)

本洲在区は，現天神川ﾉf岸の段丘1mⅣの後背湿地に位置し，平安京右京南西部の段丘面Ⅳの地

形環境を模式的に表わす地点である。本調査区では，古墳時代頃から現代までの大きく７層が確

認できた。７層～４層までが段丘面Ⅳの後背湿地を構成し，３暦～ｌ増は，現氾溌原面の溢流堆

積物である。

７b屑は，砂礫から構成され，微高地間の凹地を形成する。７a層は，士壌l苫であり７b層堆積後安

定していたと考えられる。これらの堆積物の供給期，土壌の形成期は不明である．７a層を埋積さ

せた６bl牌は，シルト質粘'２からなる洪水堆積物である。６a!層と６a層は，士壌暦であり６b屑堆稚

後に安定した環境が継続したことを示す。この６al曽からは，占墳時代の遺物がlll-|食している。６a

I蝉を覆う５bl曽は，粘上質シルトからなる洪水唯積物である。５al曽は土壌j普であり,５b)首が土壊

化したものである。５a層の|､面からは,9-1011t紀の遺物を包含する溝が掘削されており,５a層は

1え安時代!II期以前の上壌層である。５a増以下の地層は,７bで形成された凹地を理積する堆積物で

ある□４b層は砂礫からなり,５a層以ﾄｰの地層を部分的に侵食し,その部分を埋積している。４alg

は，上壌層であり，’'1世末(１５世紀頃）を下限とする遺物を包含する。３b層からla層は，主に中

砂から極ﾎlll砂からなる天神川の溢流堆積物である。

5．段丘面Ⅳの分布と平安時代中期の段丘化

11i代末に段丘化したと考えられる段丘面Ⅳの段丘崖の存在の有無によっては，平安京域の地形環

境が大きく災なると考えられ，ここでは，その分布，形成時期について詳しく検討した。

5.1段丘ImⅣの分ｲlj

段I茄ｌｍⅣは,il'I川の|､刻に伴うiilI床の低下と側ﾉj侵食により形成されたと考・えられる。それに伴

い段丘化した地形liliを段丘1mW,また，新たに形成された段丘嚴下の地形面を現氾淵原画とする

(ただし，段丘化する以前の段丘面Ⅳはl11氾濫原而と呼称する)。

段丘iHiⅣと現氾溢原Imとの境界には，現在も低い段丘崖が部分的にｲf在する(E１３)。鴨川流域

の段丘崖は，一条付近で比高２mほどを測り，五条付近で消滅する．鴨川左岸の発掘調査では

(京大埋文1991),比高1.5m以上の段丘崖が検出されている。

御室川流域では，現地形において段丘崖はみとめられない。しかし，平安京右京lﾉL1条l几I坊調査区

における表層地質の解析によると（図４.Loc､4.),平安時代中期の洪水(4bg)を最後に，それ以
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降堆獄の少ない安定したll#期(4al")が15111:紀頃まで続く。これは，段脈liliⅣの形成に伴う現象

と考えられ,15111身紀以降の御窄川の溢流jli祇物がその段｢f雌を111駁していると想定される。

また，紙膝川流域では，、|え'炎乃(域において段|正化がﾉ|ｉじた形跡が縄められない。しかし，､|え安ﾙ（

域外のl･流部，紙膿川流域の段丘lilil)測状地lifの|;H析谷のり|1に段丘Imが分ｲ|jしており，その段丘が

段丘1(liⅣに対応するIﾘ能'|γkがある。

5.2段丘1mⅣの段丘化の時期

充新lll:段丘Inlの形成時期決定方法として,A.段丘Ini上の本流性唯積物の堆積時期,B・段丘巾｣１

の刈道の機能停止時期,C.段丘崖下の旧地衣mi形成時期の３点から判|折ができる（高橋1986)｡ま

た，これらを補足するデータとして，平安〃<の水祥史料を利用した。

A:鴨川流域段丘向Ⅳでは，最も新しい堆枝物として古墳時代の遺物を包含する砂礫1鱒が硴認

できる(Ix１３)。御室川流域段丘ⅢⅣでは,１2安京右京|几|条四坊の発掘調行から1え安時代中期に発

生した洪水氾濫唯積物が確認されている(IXI4.Loc.4.)。埖積物のデータからみたlll氾淵Iﾙ〔が安定

する時期のﾄｰ|災は,III９川流域ではi'iji!ill#代，御案川は1Ｚ安Ⅱ寺代!|!期に求められる。

B:llli3川流域のﾉf〃(六条二坊,!《川では，奈良lll:代から､|を亥時代|ji期のil1川が（ル〔郁巾j111文

1987),Z,i)j(八条壹坊Llll｣.では,9111:ii｣/k～lOlＩ紀にl11職をllM飴し,lOlll:紀～12111:紀の|川に定金

に機能を停llzした流路が確認されている（列(fl;11jjll!X1982)。また，ノ,ﾐﾙ<八条三坊l･-lll１,ノし条三

坊九町では,10111:紀以降に流れた流路が(jll l内1995),左)j<九条亘坊十三町でも,９世紀からl()

lll二紀初頭の'|IMl6mの流路が検出されている（ル(ffli'|j埋文1987)。このようにil!&川流域では,１０世

紀頃まで存統する北東から南IILiに流れるＨ然流路が分Ajする。これは,ll!%川の流路のひとつで，

１O世紀頃までは，氾淵原的な環境が平安〃〔内に広がっていたと考えられる。河道廃絶時期からみ

たり９川氾淵原の安定化は，河川の機能が停止する10111青紀以降に姫じたといえる。なお，枕川や御

窄川流域では,III河道に関する査料･がなく検討できなかった．

C:II鳴川左岸の場合は，現氾濫原im*1l当部分の発掘洲作において，占代の遺術は呰無で,LI1lll:の辿

物がわずかにll1!上した1f例がある(京ﾉJII!k1991)。また,IMII!W川左州l:の段|祇雌憩疋部分の発掘成果

によると，段脈雌の部分に#,lil:によるi"i4が施されており，そのII1に､r安時代II'期の辿物が川l:してい

る(】(人j111文1981)｡これは，、|え安時代の'|1!UI以降に段脈雌がｲfilliしたことを示すjill拠である。

これらの３｣I､'.(から平安〃(における段丘lil爪.の形成時期を考察すると,１え安時代'|１期lOlll身紀以降

に段丘化したことが椛測される。これらを補足するデータとして，’'1‘川の水害史料がある。９３８

(火慶元）年，９８０（犬うt３)年,９９６(隆徳２)年'；には，リル川の洪水が京!|'に溢れたというi弛述

がある。これ対して、１０２８(寛１Ｊじ）年になると「富小路以東如海」と表現されるようになる◎

富小路は，鴨川左岸の段丘塵にほぼ､|Ｚ行する場所に相当し，以前に比べ'鴨川の洪水氾濫が狭い範囲

に限られていたことを示す。この時期にはすでに段丘ⅣⅢiが段丘化した影響が衣れていた可能性が

高いといえる。
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（１）段丘面Ⅳ段丘化以前（１０世紀以前） （２）段丘面Ⅳ段丘化以降（１１世紀以降）

司》 ''１９
川

１
４
口
１
価
Ｊ
■
Ⅱ
１
１
１

ル止一尿

蕊粋、轟鮫ｆ
・
卜
・
哨
叫
卜 蕊

蕊
画洪水氾濫区域鰯山地露段丘面!･丘陵 Ｆ可河川 Ｆ引段丘崖

|xI5段丘形成lit後における洪水氾淵×域の復原図
（１）段丘化以｢ii(101il :紀以lii)(２)段丘化以降(１１世紀以降）

Fig.5.Rec()11structionmapsofnoodplain
(1)beforetheterraCCfOrmation(２)aftertheterraceformalion

以上を総合すると，段丘面Ⅳの段丘化は１０世紀未から１１肚紀初頭に発生したと考えられる

6.平安時代中期の段丘化と洪水氾濫区域の変化

以'二の結果から１０壯紀末から１１世紀初頭までに生じた段丘面Ⅳの段丘化に伴う洪水氾濫区域の

変化について検討する。
‘沁段|正而Ⅳ段丘化以前(101H紀以前)(IXI５(１))洪水氾淵区域は，鴨川，桂川のI11氾淵腺而

(段|花ⅡliW),紙朧川などｲi京の小ilり．川流域の扇状地帯におよぶ。このll､ｻ期，左京の人半はll!ﾙ川の氾

溌原であり，イT京の二条以南の大半は紙縢川，御室川．桂川の氾濫原であった。流域面積が入きい

神川および鴨川は，大規模洪水氾濫が発生していたと考えられ，流域而積の小さい右京の小ilII川は，
11l＃川や桂川に比べ洪水氾濫規模が小規模であったと考えられる。紙屋川流域の段IT画Ⅱや扇状地帯

(完新Ⅱt)では,９世紀以降に河川が人二Ｌ的に増設されていおり（堀内1995),平安京造営当初か

ら河川の洪水氾濫が頻繁にあったと考えられる。

当時の洪水氾濫の影響を受けない士地は，段丘面I,鴨川流域の段丘面Ⅱの一部や段丘面mの一
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部にしかない。平安時代前､ﾄの､|え安京の人祁分はi!１川の洪水氾淵の影群を受けやすい十地条件であ
I),その)j(域にIIfめる割合は７割にものぼる。

②段脈liliⅣ段丘化以降(lll l l :紀以降)(|xl５(２))II! ‘川，牝川，御室川の|ll氾淵爪liliの段脈化に

より段丘liliⅣが形成され，洪水氾淵ﾒ域は段|丘膳|､≦の現氾淵IM(1inに集'|'する。その紡果，かつて氾

淵)泉であったけ山が，洪水氾濫の危険性の少ないｌ地へと変化した。とりわけ左京では，洪水氾漁

の危険性の少ない上地が苫しく増加した。他ﾉj,1i京の紙j華川流域の扇状地帯では，京域内におい

て段丘化しなかったため,10111和以前と|'1様に､lえ安時代を通して小規棋な洪水氾溌が継統するよ

うな不安定な環境が統いた。この結果，平安〃<域における河川の氾濫原の面積は，７割から３割に

まで減少し，河川の洪水氾濫の影響を受けにくい｣地が垪力|Ｉした。

鴨川における洪水の発生状況は，水客史料による洪水の発生状況（勝1111987)と整合性を持つ◎

勝lll論文では．大雨や森|;|jが洪水を起こす-鹿合「洪水化率」が,１１世紀以降に高まI),洪水が起

こI)やすくなったことを指摘している。これはIえに述べたことと矛盾するようだが，実は，段丘形

成によってiIII川の洪水氾淵が現氾濫原iiliの狭い祁分に|災定され，流量が段丘化以前より少なくても

洪水が発zI畠しやすい状況になったことに)魁|火Ｉするとみなされる。また，そこでは,lllll:紀以降に

おいて，防'IM"'I仙や防瞥iⅡI仙などの治水!lf梁が放棄されることが指摘されている。このﾉ,I,(は，段脈

崖が堤防の代杯となり，平安京域への洪水氾濫が減少したことで，、1え安京における治水事業の必要

性が減少したと解釈できる。砺笑,１１世紀頃の鴨川の洪水発生同:数は，勝山論文でも不されたよ

うに､'た安時代の中で最も低く，水害が少なかったllｆ期にあたっている｡

7．地形環境変化と都市的土地利用の変遷

以上の地形環境復原の結果をふまえ，ここでは段丘、Ⅳ形成前後（段丘化前後）の地形環境と都

市的土地利川の関係性について考察する。

平安時代の｜負地利〃j変化を記述した史料に９８２(天元５）年に慶滋保胤により記された『池亭記』

がある。そこには，、|え安時代｢'１期以降,>Iz'"i<のイi即(が荒廃し，左京の|几|条以北に住lirl･が集巾した

とある。近年,111!jl斑文化財発jll嗣企の成果や文献史学の成果から(l11｢Ⅱ1994,村外梛1995),X

際にイi)i(から/,ﾐﾙ(へ部'li的なｋ地利jllが樅移したことが祉明されている。この変化は，「池亭記』

に「右京卑湿」と記されたことから右京の低il,'lな環境がその原因とされてきた（杉ll11988)。これ

を裏付けるように右舟〔の発掘成果では，湿地や洪水跡も発見されている。右京については、このよ

うに考古学的なデータが蓄積され衰退の要1Ajが解明されつつある。しかし，左京の発展要因につい

ては不明な点が多い。なぜ左京では都市化が､'た安時代中期以降にならないと活発化しないかという

点について地形環境の復原を考慮しながら議論されていないのである。平安京域では，都市的土地

利川がどのような地形環境の止地に展開していったのかさえまだ解明されていないのが現状である。
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7.1#|;!lj化域と地形Ⅲ

まず，’地利川の変進とその特徴について検制･するために，：､|z安時代の行ll,f期における部'ij的,皇

地利川と地形liliの関係'|ｿliについて検討する。

エ､'２'炎時代l１１!91(段'征化以lii)(IxI6-l)この段階は，段丘liliⅣ形成以lii(段,正化以lii)0)#|;'|j

的１地利川を'jくす。、'た安ll､f代|ji半の都ili的’地利川は，平安桝（大Iﾉ,裏の部分）とそのjil辺を'|!心

に展|IMする。ｉ豆に都市'''９ｊ地利川は，段'正lilil,段丘向Ⅱ，段丘mim,紙犀川流域の扇状地,lif(%

新世）の-部に分川jする。平安宮は，段丘lililからⅡにかけて,虻地する。lll氾淵爪1m（段丘ⅢⅣ、

現氾淵H(lililll当の部分）における都市的|地利川の進出は柿である。

②平安時代''1期（段脈化lii後)(図６-２)この段階は，段|̅fIiliⅣ形成li１後の郁｢|丁的ｆ地ｆ,川lを

示す。火I!!j的にみれば，イi京で郁市的士地利川が減少し，ノI刃〔の'几'条以北に部'ij的士地利川が雌'|!

する。これは，『池亭i氾』の,氾述と矛盾しない。祁市的t地利川は，新たに1I1‘川流域の段丘ImⅣで

進行した。ただし，そこには，段｢f形成以I)1からも將干の進川はみられた。-慨に段丘化の結果安

定し，はじめて上地利川がｲ｣:われたわけではない。反対-に,#li'lj的t地利川の爽退した場Ｉ｢は，紙

)舗川流域の段|fliliⅡとlJj状地,lil:(光新lll:)である。

319,|え友時代後期（段|花化以降)(IXI6-３)この段階は，段|届|川Ⅳ形成以降の部'ij的１地利川を

'｣くす｡NKIIjl'19k地利川は。ノIJj(の全域に拡人する。新たに祁'lj的|地利川がｲ｣富われた地形liliは,1I1ル

川流域の段丘liliⅣの|几|条以'､符および段丘li１iⅢの-部である。他ﾉj,右京は，ほとんと都市的な，地

利用がｲj奮われなくなり，農推的上地利川が拡人した。この腱地が開発された場所は，桂川から御室

川の段丘liliハ『，紙屋川流域の段丘面Ⅱの刷端付近である。さらに，この段陪は,lXl中に示していな

いが，、'た安乃<外の鴨川/,i"の段丘1mⅣから''1川鰄状地帯にかけても都市,,191Ju利川が行われた。

７．２洪水氾淵|×:域と都'ijl'I9｣2地利用

次に，段|fliliﾊﾞ形成|ji後の洪水氾濫Ⅸ域と梛1I丁的土地利川の|對係性について検制する。ここでは

特に段｢f化以ljiと段丘化以後の都市的ｔ地利川の状況を'ﾘl碓に,Jくす､,を安時代,伽ﾘ,と後期を収り卜．

げ，それぞれの時代の洪水氾淵Ⅸ域と都11j的１２地利用の関係,|ｿliについて注llした。

Ｊ段'正liliⅣ段丘化以liiI(l()lll鼻紀以前)(lxl７(1))ノIL4xl'|りには、河川の洪水氾濫の影群を受

けにくい|地で郁'lj化が進ｲ｣:したが，イi〃<の紙臆川流域では，洪水氾臘がおよんでいるにもかかわ

らず,#|;'|il'|り｣を地利川がｲ｣:われている。これは，紙)苓川がII!‘川や林川に比べ洪水氾蹴の規棋が小さ

く，洪水氾淵の制御がⅢ｣能であったためとｇえられる。紙峠川流域では，91,,営紀lii半以降にi'iI川を

増設し，ハ|え安爪域で分流|:‘〃を行っている。これは，紙屋川流域の都市的|地利川を維持するため

の冷水』〃業であったといえる。
一ﾉjで，’|側川や林川の洪水氾淵区域では,W|;.'lj的北地利川が定埼せず,#|;IIj化は進行しなかった。

この典|火|は，帷川や鴨川の洪水氾濫の規棋が入きいことによると器･えられる。この段階では，水jii;t

史料によると，鴨川流域ではたびたび洪水氾濫が発生している。ただし,i''I川の洪水氾淵の影禅を

- ４ ９ -



受けない/１2京北部の部（段旺1ilill･m)では.#|;}ij的｜地利川が腱|ﾙlしている。

２段丘１１１爪"形成以降(lllll和以降)(IxI７(２))II!‘川流域の氾淵原のlili杭が減少したことにより，

/,Ji(の全域に洪水氾淵の影御を受ける蚊庇の少ない|)M発にj曲した｜地が川現し，そこで部'|J.化が進

腱した。この段丘化こそがﾉ!i)j(0)MI;'|j化が本格的に進ｲ｣する契機になったと考えられる。反対にイ「

ﾙ(の紙峠川流域は，、|え友)j(|ﾉ1で段|価化しなかったために，段脈形成以liiと|!１様に氾淵ﾙ(が広がって

おり，その部分での郁'lj的|地利川はほとんどみられない。イi"(の'|1でも段丘化によって洪水氾

淵を受けることの少なくなった帷川や御幸川流域の段lflil爪，では.i'ﾘ床低̅ﾄｰに伴い地|､水位が低

Ｉ､-した。その結果，｜地ｲ'１川がｲく'ﾘｰ能であった低i!Ⅱ地が尚燥になI)IM発され，農業的ｌ地利川が

拡人した。

このようなi'I川の段丘化は，段丘1iliにおける洪水氾臘の危峨'|ﾉ|ｉを減少させた◎しかし，他ﾉJ-で，

段|祇雌1,-の現氾淵収liliでは，洪水氾淵が雄II!した。尚橘は，段|正化に1,ﾄい特定の場所に洪水が雌'|'

することにより「ilﾘ服」という,鰡,微がﾉ|まれたと折摘している(,;'IWi1994)･地形分弧|xlで示した

り‘川や枕川の塊氾淵ｌj(liliは,lllll:紀以降.ll1I)川のi''IM(としてi泌,縦され,i'ﾘ原特ｲj-の｜地利川がｲ｣:

われた。

７．３，|を安即"i)j(の典退と/,i〃〔の発腱の典|ﾉ《ｌ

ここでは，地形環境復ｌj(の成果をふまえ．、|え安即〔における梛巾化域の変遷の要|大|について検

,i､lする。

<1{i京の衰退と紙朧川の氾淵

イi京衰退の直接的要|ﾉ《|は，紙膿川の氾濫によって禿ﾉ|ﾐした水'iifである。イi京の部'ij化域では，紙

雌川の洪水氾溌により水',iitが禿/ｋし，それが徐々に/,ﾐﾙ(へ人llを流失させる契機になった。また，

段丘liliⅡの扇状地'Mfのllli'II道や後1'filⅡﾘ世，牝川流域の段呵川ﾊ『のlll刈辿には低湿地が広り，そのよ

うな低湿な地形環境も部'|jl'hけ也利川の腱附に影群した'ﾘ能'|ﾂｌｉが,断い･

lllll:紀以降の/,ミル<に関しては,lllﾙ川の段l王化により洪水氾淵の影群を受けにくい１地がIWIIIし

た。その結果，左〃(においてl,'l･1i(環境の良好なｔ地がIWIIIし，イⅡ対･的にII'}惟喋境の悠いイ｢即(での郁

'lj化を妨げた。従来，イi〃〔の衆退は牝川の氾赫原でﾉ'&じたとされていたが(JTlll９９６),桃川氾淵

lji(lilil)WMj化については発仙IIや文献史の成采からほとんと傘その|li'jﾐが腋!沼されていない。むしろイｉ

〃<の爽退は，紙膝川流域の氾淵ｌj(を'|'心に禿'|そしたとぢえたほうがよい。

〔2)/I対(の発腱と''1ﾙ川氾淵1%(の縮小

/,i)j(の広範|川に腱|IMしていたII!ﾙ川lll氾淵原Imが.lOlll紀水からlllll昌紀初蝋の段丘化によりi!り．川

の洪水氾濫の影響を受けにくい|地へと変化した。ノ,i)j(の||16川流域の111氾淵原血では．イi〃(紙峠川

流域の環境悪化に伴いlOlll:紀噸の段I正化以H1から徐々に部'ij化が進行していたが、段|花化に伴う
I鴨川氾稚原の縮小が，ノ,2)i(で|＃1発II｣-能な’三地を蛸hllさせ，ノ,ﾐﾙ(での都'lj化を本格的に促した。ll

lll和以降の左京は，イj〃(に比べ水',i;鷺に力､l-して安乍で，かつ良蘭でIMI:1ifな刷状地の伏流水がｲj:ｲIＩした
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(!'illll950)。加えて砂礫からなる安定した地盤，水はけがよいことなどII[}住地として良好な環境

を１'||iえており，これらが都'ij化を促した典|ﾉ↓として考えられる。

８．まとめ

水柚では，平安京の地形環境変化と祁'lj的土地利用の変遷に注llし，それらの関係性について考

察した。以下得られた成果を要約する。

⑩､|え亥時代中期の1011t紀末からlllll:紀頃に鴨川や桂川などのiIII川において発生した段丘化が，

平安〃(域のi１１川氾濫区域を火きく変化させ，その変化が右京の衷退，ノ,畠戚の発展という土地利用の

変化をもたらした。

Z,'i代未の段丘化は，段丘IWiにおいて洪水危険性を低下させることが先行研究により指摘されて

きたが，､|え安京域においても|而l様な結果が得られた。

（郡段|祇化は，地下水位の低|､，水利システムの崩壊などによる腱梁|'|勺｜地利川に変化をもたらす

とされていたが，それだけではなく,#|;'lj的ｔ地利用も変化させることが判lﾘlした。

’4)このような段丘形成は，劇''1りに災藩の拡人をもたらすことが脂摘されており(Butzerl982),

､|を安川<においてもその一・例を示すこととなった。

これらの結果に示されるように,"･!If迩跡における地形・地質情報は，歴史時代の地形環境をミ

クロなタイムスケールで復原するための敢要な情報源になるとともに，その復原結果は，考｢li学や

文献史学から明らかにされた士地利川やt地開発，水害史と密接にかかわるものである。平安京で

は，まだ微地形と土地利用のかかわりや政治や社会情勢をふまえたｋでの満術など残された課題は

多くあり，今後，地形環境研究と老IIi学や文献史学との共同研究の進腱が期待される。
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(2000.10.13受理）

註

１）現在は，御室川と紙屋川が合流し，ノ<神川となっているが，これは近代に入ってからのことで

あり，本稿では現在の天神川を便I典l油に御室川と呼称した。
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２)Ij(#|;11j州職文化財研究所の盗料による。

３）砂礫j'i４の'|]にlli墳時代の|:器片が混入している。

４)'lﾉｲ本典完氏のiⅢ定データによる。il!ll定においては,RI11S81が仙川された。

５）４）と|'ilじ。

６）９３８（犬慶兀）年に「''113川水人流人)j<HIIj多深人雌」(II|本,iLLIII杵｣),９８0(ﾉ<元３)年に「人ﾄ|1

降洪水脈束西京' '1等人河弁睦流批拠多」(｢ l1本記略』),９９６(長徳２)年に「鴨川水入

京巾人屋多以批亡」（『日本記略｣）とある。
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